
，
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町
税
、地
方
交
付
税
の
ほ
か
、国
・

県
支
出
金
、
保
養
セ
ン
タ
ー
「
は
ま

な
す
」
か
ら
の
使
用
料
、
基
金
繰
入

金
、
町
債
な
ど
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
　

　
特
に
町
債
の
借
り
入
れ
に
関
し
て

は
、
後
年
度
の
財
政
負
担
に
配
慮
し

て
、
元
利
償
還
金
が
地
方
交
付
税
に

算
入
さ
れ
る
事
業
（
漁
業
環
境
整
備

事
業
な
ど
、
町
の
支
出
が
地
方
交
付

税
で
手
当
て
さ
れ
る
事
業
）
を
重
点

的
に
選
択
し
て
い
ま
す
。

　平成16年度の予算は、国の構造改革の影響を受けて、
地方交付税の大幅な減額と長引く景気の低迷で、町税の
伸びも期待できない状況にあり、非常に厳しい予算編成
になっています。
　一般会計予算は28億2800万円でで、予算規模は金浦
小学校建設工事、はまなすリニューアル工事の終了に伴
い、前年と比較して、9億5800万円の減額となりまし
た。厳しい時代だからこそ、町民生活の安定と豊かさを
実感できる住み良いまちの実現に向けて、事業を進めて
いく方針です。

平
成
16
年
度
予
算
の

　
　
　
　
あ
ら
ま
し

歳
　
入
（
町
の
収
入
）

歳　入　４月から翌年３月までの会計年度に�
　　　　おけるすべての収入�
�
町　税　町民が町に直接納める町民税や固定�
　　　　資産税�
�
地方交付税　市町村が等しく「まちづくり」�
　　　　　　ができるように、一定の基準に�
　　　　　　より、国が交付するお金　�
　　　　　�
国庫支出金・県支出金　市町村が支出をする�
　　　　特定の経費に対して、国や県から交�
　　　　付されるお金�
�
町　債　町の借入金。多額の出費が必要な場�
　　　　合将来もその経費を支払うことが公�
　　　　平と考えられるときに借金ができる。�
�
繰入金　以前に積み立てておいた基金を取り�
　　　　崩しによって繰り入れたお金�

◆用語のチェック◆�

国民健康保険事業特別会計
予算額　　　　４億6300万円
　自営業や退職した方の医療費を
国と加入者の皆さんで負担し合い
ます。

老人保健特別会計
予算額　　　　５億5234万円
　70歳以上の人の医療費を支出し
ています。

特別会計と企業会計
特別会計と企業会計の予算です。
国保や育英資金など特定の事業に
関する運営費をまかなうのが「特
別会計」。金浦町には５つの特別
会計があります。
その事業のみで独立採算を計る
「企業会計」。ガス・水道事業がこ
れにあたります。
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歳
　
出
（
町
の
支
出
）

今
年
度
の
目
玉
事
業
　
　

☆
福
祉
医
療
費
の
所
得
制
限
の
徹
廃

　（
６
歳
未
満
児
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
３
８
１
６
万
２
千
円

☆
児
童
手
当
の
充
実
（
小
学
３
年
ま

　
で
拡
大
し
て
支
給
）

２
３
３
９
万
５
千
円

　
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
を
整

え
、
子
育
て
を
側
面
か
ら
応
援
す
る

た
め
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

☆
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

１
億
４
０
８
９
万
６
千
円

よ
り
快
適
な
環
境
整
備
に

　
岡
の
谷
地
地
区
及
び
備
中
地
区
の

道
路
改
良
を
は
じ
め
、
排
水
路
改
良

工
事
と
し
て
岡
の
谷
地
地
区
、
木
の

浦
地
区
、
頃
田
地
区
、
塩
焚
浜
地
区
、

飛
地
区
の
５
カ
所
を
行
う
ほ
か
、
地

域
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
緑
地
広

場
の
整
備
と
し
て
、
塩
焚
浜
児
童
公

園
、
中
央
公
園
並
び
に
沖
の
島
公
園

の
一
部
を
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
安
全
施
設
整
備
と
し

て
消
火
栓
４
カ
所
、
避
難
場
所
２
カ

所
と
避
難
誘
導
看
板
の
設
置
を
行
い

ま
す
。

歳　出　４月から翌年３月までの会計年度に�
　　　　おけるすべての支出�
�
議会費　議会運営のために使うお金�
�
総務費　庁舎管理、選挙、統計、広報活動�
　　　　など町の総括的な事務に使うお金　�
　　　　　�
民生費　住民が一定水準の生活と安定した社�
　　　　会生活を保障するのに必要なお金�
�
衛生費　住民が健康にして衛生的な生活環境�
　　　　を保持するために使うお金�
�
農林水産業費　農道整備、営農活性化、林業、�
　　　　水産業に使うお金�
�
土木費　道路、河川、住宅管理などに使うお金�
�
教育費　学校運営の経費や社会教育などに使�
　　　　うお金�
�
公債費　町債の返済に使うお金�

◆用語のチェック◆�

農業集落排水事業特別会計
予算額　　　　2490万６千円
　農業集落排水の汚水処理のため
に使われます。

ガス事業特別会計
収益的収支　　8323万５千円
資本的収支　　6751万５千円
　安全なガスの供給を行います。
　金浦中央線ガス本管入替工事など
を行います。

水道事業特別会計
収益的収支　　8485万２千円
資本的収支　　8624万３千円
　安心して飲める水を給水するための予算です。
　金浦中央線水道本管入替工事などを行います。

育英基金特別会計
予算額　　  　　761万２千円
　高校生・大学生等の修学支援を
行います。

簡易水道事業特別会計
予算額　　　  　421万7千円
　上水道区域以外の２つの簡易水
道の管理運営を行います。
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平
成
16
年
度
の
町
政
の
進
め
方
を
決
め
る
第

２
回
町
議
会
定
例
会
が
３
月
９
日
か
ら
15
日
ま

で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
佐
々
木
町
長
の
町
政
報
告
、施
政

方
針
、議
員
６
名
に
よ
る
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
活
用
、最
終
処
分
場
の
利
用
状
況
な
ど
の
一

般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
、

当
初
予
算
、補
正
予
算
な
ど
議
案
は
す
べ
て
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
政
報
告
要
旨

●
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業

　
こ
の
事
業
の
目
的
は
、３
町
の
行
政
の
情
報

を
い
ち
早
く
住
民
に
通
知
す
る
た
め
の
行
政
情

報
シ
ス
テ
ム
、３
町
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち

に
地
域
の
一
体
性
を
持
た
せ
る
た
め
の
学
校
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、町
に
あ
る

資
源
を
提
供
す
る
た
め
の
公
共
施
設
の
空
き
状

況
の
検
索
シ
ス
テ
ム
や
図
書
情
報
を
提
供
す
る

た
め
、金
浦
町
役
場
に
情
報
発
信
の
拠
点
と
な

る
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
去
る
１
月
15
日

に
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
、
光
フ
ァ
イ
バ
で
接
続
し
た
超
高
速

情
報
通
信
網
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
も
充
実
さ
せ
ま

し
た
の
で
、
大
い
に
御
利
用
願
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
町
内
の
公
開
端
末
は
、
役
場
の
ロ
ビ
ー
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
、
元

気
百
歳
館
、
保
養
セ
ン
タ
ー
「
は
ま
な
す
」、
消

防
署
な
ど
14
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
操
作
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
遠
慮
な
く
担
当
の
者
に
申

し
つ
け
く
だ
さ
い
。

●
金
浦
小
学
校
新
校
舎
完
成

　
校
舎
、
屋
内
体
育
館
建
設
工
事
は
、
平
成
14

年
９
月
30
日
に
工
事
が
始
ま
り
、
本
年
２
月
10

日
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
築
、
機
器

工
事
も
同
日
に
完
成
し
、
２
月
20
日
に
引
渡
し

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
屋
外
学
習
施
設
は
昨
年
末
に
完
成
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
工
事
も
周
囲
の
植
栽
工
事
を
残
す

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
６
日
、
７
日
の
両
日
に
一
般
公
開
を

し
、
町
民
の
方
々
よ
り
学
校
を
見
学
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
22
日
か
ら
25
日
ま
で
旧
校
舎
よ
り
引
っ

越
し
を
行
い
、
29
日
の
月
曜
日
か
ら
新
校
舎
で

の
業
務
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
可
決
さ
れ
た
主
な
案
件

■
敬
老
年
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
対
象
年
齢
を
「
満
75
歳
」
か
ら
「
満
80
歳
」
に

引
き
上
げ
ま
す
。

■
金
浦
町
百
歳
長
寿
祝
金
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

　
祝
金
額
を
「
100
万
円
」
か
ら
「
50
万
円
」
に
引

き
下
げ
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算

■
一
般
会
計
に
１
億
３
４
８
５
万
７
千
円
を
追

　
加
し
、
予
算
総
額
42
億
２
８
８
１
万
７
千
円

　
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
も
の
は
、

・
生
活
バ
ス
路
線
運
行
維
持
補
助
金８

０
９
万
円

・
ま
ち
づ
く
り
基
金
積
立
金
　

１
億
４
３
９
９
万
９
千
円

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金
　１

９
９
９
万
９
千
円

・
減
債
基
金
積
立
金
　
　  

３
４
９
９
万
９
千
円
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総
務
課

　
主
幹
兼
課
長
　
佐
藤
　
定
夫

（
税
務
課
主
幹
兼
課
長
）

　
主
　
査
（
合
併
協
議
会
事
務
局
）

　
　
　
　
　
佐
々
木
聖
子

（
学
校
教
育
課
主
査
）

　
主
任
技
能
員
　
佐
々
木
久
義

（
学
校
教
育
課
主
任
技
能
員
）

　
主
　
任
　
佐
々
木
真
紀
子

　
　（
企
画
課
主
任
）

　
主
　
事
　
須
田
　
慎
人（

企
画
課
主
事
）

　企
画
課

　
主
　
任
　
加
藤
　
　
潤

　（
総
務
課
主
任
・
合
併
協
議
会
事
務
局
）

収
入
役
室

　
会
計
係
長
　
佐
々
木
千
鶴
子

（
総
務
課
総
務
係
長
）

　
主
事
補
　
佐
藤
　
沙
織

（
健
康
福
祉
課
主
事
補
）

　税
務
課

　
主
幹
兼
課
長
　
井
口
　
幸
夫

（
議
会
事
務
局
主
幹
兼
局
長
）

町
民
課

　
町
民
課
健
康
福
祉
課

　
担
当
主
幹
　
後
藤
　
隆
男

(

町
民
課
主
幹
兼
課
長)

　
課
　
長
　
竹
内
　
規
悦

（
総
務
課
主
席
課
長
補
佐
・
合
併
協
議
会
事
務
局
）

　
主
　
査
　
能
藤
　
久
和（

図
書
館
係
長
）

健
康
福
祉
課

　
主
　
査
　
佐
々
木
す
え
子

（
収
入
役
室
主
査
）

　
主
　
査
　
竹
内
　
恵
子
（
主
　
任
）

　
主
　
任
　
佐
々
木
妙
子
（
主
　
事
）

学
校
教
育
課

　
主
　
任
　
佐
々
木
　
仁
（
主
　
事
）

図
書
館
こ
ぴ
あ

　
主
幹
兼
館
長
　
阿
部
　
芳
秋

（
収
入
役
室
主
幹
兼
室
長
）

ガ
ス
水
道
事
業
所

　
主
　
事
　
中
津
　
　
健

（
町
民
課
主
事
補
）

議
会
事
務
局

　
主
幹
兼
局
長
　
佐
藤
　
勝
彦

（
総
務
課
主
幹
兼
課
長
）

■
新
採
用

　
総
務
課
主
事
補
　
　
池
田
　
恵
子

　■
退
　
職
（
３
月
31
日
付
）

　
図
書
館
主
幹
　
　
　
　
土
田
　
　
壮

　
総
務
課
主
事
　
　
　
　
清
水
　
美
幸

　
給
食
調
理
員
　
　
　
　
須
田
セ
ツ
子

　
金
浦
小
学
校
校
務
員
　
伊
藤
　
悦
子

　
金
浦
中
学
校
校
務
員
　
佐
藤
　
　
勝

　
金
浦
小
学
校
校
務
員
　
齊
藤
　
清
勝

町
職
員
人
事
異
動

４
月
１
日
付
（
　
）
前
職
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　これまで特別徴収の方の仮徴収（４月、６月、８月）は、町民税が確定していないことから、２月と同じ金

額をいただいていましたが、平成16年度からは、年度前半の仮徴収額と年度後半の本徴収額がほぼ同額となる

ように調整されます。

　６月と８月の仮徴収額を引き下げることで、年度の上半期と下半期の額が同額になり、平成17年度以降の保

険料が平準化されます。

　平準化すると天引きされる介護保険料額が、毎回ほぼ同額となります。

　特別徴収の方には、４月のはじめに仮徴収の通知とお知らせが届きますので、そちらも確認してください。

平成16年度から介護保険料の特別徴収（仮徴収）の方法が変更となります

介護保険のお知らせ介護保険のお知らせ介護保険のお知らせ

　平成16年度より介護保険のサービスを利用している方で、災害に遭われた場合にはサービス料を減免するこ

とができるようになります。

【次のような場合に対象となる可能性があります】

〇災害等により、住宅、家財等に損害を受けた場合

〇同一世帯の収入が世帯主や世帯員の死亡、傷病等により著しく減少した場合

〇同一世帯の収入が世帯主や世帯員の事業の休廃止、失業等により著しく減少した場合

〇同一世帯の収入が干ばつ、冷害等の自然災害による農作物の不作等により著しく減少した場合

※　災害の種類によって、必要書類や減免の内容が変わりますので、詳しくは健康福祉課までお問い合わせく

　ださい。

■問合せ先　健康福祉課　介護保険担当（�38－4200）

これからの方法�
平成16年度� 平成17年度�

６月と８月を引き下げることで、平準化を図ります！�

本徴収� 仮徴収� 本徴収�

２月� ４月� ６月� ８月� 10月�12月�２月� ４月� ６月� ８月� 10月�

高
　
額�

高
　
額�

引
き
下
げ�

引
き
下
げ�

平
準
化�

平
準
化�

平
準
化�

平
準
化�

平
準
化�

平
準
化�

平
準
化�

�� �� 同額�
同額�

仮徴収�

災害等を受けたときには、介護保険の利用者負担額の減免を受けられます
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（
第
三
十
五
回
）�

合
併
期
日
延
期
を
確
認

第
17
回
合
併
協
議
会
開
催

　
３
月
19
日
、金
浦
町
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
で
第
17
回
合
併
協
議
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
に
は
17
人（
仁
賀
保
町
８

人
、
金
浦
町
８
人
、
県
由
利
地
域
振

興
局
長
）
の
委
員
が
出
席
。

　
平
成
15
年
度
補
正
予
算
と
平
成

16
年
度
予
算
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た

後
、再
協
議
案
件
の
合
併
目
標
年
次

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、「
合
併
協
議

会
の
協
議
の
進
捗
状
況
な
ど
を
考
慮

し
、別
途
合
併
協
議
会
に
お
い
て
定

め
る
」
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、巴
仁
賀
保
町
長
か
ら
３
月

12
日
の
知
事
訪
問
の
際
、知
事
か
ら

新
市
名
と
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て

再
協
議
で
き
な
い
か
提
案
さ
れ
た
旨

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
は

「
将
来
の
た
め
に
合
併
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、新
市
名
と
事
務
所
の
位
置

に
つ
い
て
は
再
協
議
に
応
ず
る
こ
と

を
象
潟
町
に
伝
え
る
べ
き
」「
象
潟

町
で
は
、協
議
会
の
離
脱
は
議
決
し

て
い
る
が
解
散
の
案
件
は
議
会
に
は

い
ち
る

か
ら
れ
て
は
い
な
い
。一
縷
の
望
み

は
あ
る
」「
な
ん
ら
か
の
方
向
性
を

見
出
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
象
潟

町
の
委
員
に
も
参
加
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
次
回
の
協
議
会
開
会
の
意
味

が
な
い
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
巴
仁
賀
保
町
長
は「
３
町
は
県
内

で
も
合
併
条
件
の
整
っ
て
い
る
地

域
。次
回
協
議
会
に
象
潟
町
の
委
員

が
参
加
し
な
い
と
意
味
が
な
い
。状

況
を
見
守
り
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
の

協
議
を
活
か
し
、よ
い
方
向
へ
進
め

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
３
町
の
枠

組
み
は
崩
さ
ず
、合
併
を
実
現
し
た

い
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

大
隈
重
信
と
の
出
会
い

  

マ
ス
コ
ミ
の
交
渉
は
不
調
に
終
わ

む
ら
か
み
だ
く
ろ
う

り
ま
し
た
が
、村
上
濁
浪
は
あ
き
ら

め
ず
、
そ
れ
で
は
、
と
い
う
こ
と
で

企
画
し
た
の
が
直
接
国
民
に
南
極
探

検
の
意
義
を
訴
え
る
演
説
会
の
開
催

で
し
た
。村
上
は
そ
の
た
め
に
各
界

の
有
力
者
の
間
を
駈
け
ま
わ
っ
て
、

賛
同
者
や
協
力
者
を
集
め
ま
し
た
。

そ
の
演
説
会
は
六
月
の
末
、村
上
宅

で
行
う
こ
と
と
し
た
の
で
す
。「
も

う
政
府
も
マ
ス
コ
ミ
も
あ
て
に
は
な

ら
な
い
」
自
力
で
国
民
に
訴
え
、
こ

の
窮
状
を
打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、と
い
う
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
思
い

が
こ
の
演
説
会
を
計
画
さ
せ
た
の
で

し
た
。
　

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
、
も
う

一
つ
、別
な
状
況
が
進
行
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
東
京
日
日
新
聞
社

ち
か
み
き
よ
お
み

長
千
頭
清
臣
の
肝
入
り
で
、大
隈
重

信
と
の
接
触
が
始
ま
っ
た
こ
と
で

す
。

　
千
頭
は
旧
知
の
大
隈
に
南
極
探
検

を
志
す
白
瀬
と
い
う
人
物
が
い
る
こ

と
を
話
し
す
る
と
、好
奇
心
の
強
い

大
隈
は
い
た
く
関
心
を
示
し
ま
し

た
。そ
こ
で
千
頭
は
矗
を
つ
れ
て
大

隈
を
訪
れ
ま
す
。

  

「
南
極
探
検
を
や
ろ
う
と
い
う
の

は
、
お
ぬ
し
か
…
…
」
と
大
隈
は
言

い
、穴
の
あ
く
ほ
ど
矗
の
顔
を
見
つ

め
ま
し
た
。

　「
南
極
探
検
は
、
わ
し
も
大
い
に

賛
成
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
途
方
も

な
い
金
が
か
か
る
。
ま
あ
、
金
の
こ

お

と
は
措
く
と
し
て
も
、探
検
を
や
ろ

う
と
す
る
か
ら
に
は
体
力
に
自
信
が

あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
な
。探
検
に

は
体
力
が
第
一
じ
ゃ
。お
ぬ
し
に
そ

れ
が
あ
る
か
ど
う
か
、わ
し
が
試
験

し
て
や
ろ
う
」

　
大
隈
は
そ
う
言
っ
て
、第
一
問
を

発
し
ま
し
た
。

「
ま
ず
、
お
ぬ
し
南
極
探
検
の
資
格

が
あ
る
の
か
な
…
…
」

　
矗
は
「
雲
の
上
の
人
」
と
思
っ
て

い
た
人
物
の
試
験
を
受
け
る
と
あ
っ

て
、
緊
張
し
き
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
資
格
が
あ
る
の
か
」
と
問
わ
れ
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。南
極
探
検
に

ど
ん
な
資
格
が
い
る
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
…
…
。

な
ま

と
つ
と
つ

　
矗
は
訛
り
の
強
い
言
葉
で
訥
々
と

答
え
ま
し
た
。

「
資
格
な
ど
と
い
う
も
の
は
持
ち
合

わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、た
だ
小
さ

い
時
か
ら
北
極
探
検
を
志
し
、そ
の

た
め
、
師
か
ら
、
酒
、
煙
草
、
湯
、
茶

を
飲
ま
ず
、寒
中
で
も
火
に
当
た
ら

ぬ
こ
と
を
実
践
す
る
よ
う
に
教
え
ら

れ
、今
日
ま
で
そ
れ
を
実
行
し
て
お

シ
ュ
ム
シ
ュ

り
ま
す
。
お
陰
で
、
千
島
占
守
島
で

の
二
度
に
わ
た
る
穴
居
越
冬
に
も
耐

え
ら
れ
、
生
き
帰
っ
て
参
り
ま
し

た
」「
ほ
う
、
そ
う
か
。
そ
れ
が
本
当

な
ら
立
派
に
資
格
が
あ
る
な
」

「
本
当
で
す
。
も
し
お
疑
い
な
ら
お

調
べ
く
だ
さ
い
。私
の
千
島
探
検
は

関
係
各
筋
の
文
書
に
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
か
ら
、お
調
べ
に
な
れ
ば
明

白
と
な
り
ま
し
ょ
う
」

　
矗
は
そ
う
言
っ
て
、千
島
で
の
体

験
を
語
り
ま
し
た
。

「
よ
し
、わ
か
っ
た
」大
隈
は
大
き
く

う
な
ず
き
、試
験
に
合
格
し
た
の
で

す
。「
金
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら
考
え

よ
う
。新
聞
社
な
ど
に
わ
し
か
ら
相

談
し
よ
う
」

　
矗
は
「
地
獄
で
仏
」
と
は
こ
の
こ

と
か
と
思
い
ま
し
た
。

　『
探
検
世
界
』
五
月
号
に
大
隈
の

談
話
が
載
っ
て
い
ま
す
。

「
日
本
人
に
し
て
、
今
回
南
極
探
検

を
企
画
し
て
い
る
者
あ
る
こ
と
を
聞

い
て
、
我
輩
は
絶
叫
し
た
。
我
邦
又

こ
の
好
漢
あ
る
か
！
と
。そ
の
勇
者

は
白
瀬
と
い
う
。陸
軍
中
尉
で
千
島

近
海
を
探
検
し
た
こ
と
の
あ
る
男
で

…
…
（
中
略
）
…
…
我
帝
国
の
た
め

に
す
こ
ぶ
る
慶
賀
す
べ
き
事
で
あ
る

と
思
っ
た
」

※ 

参
考
引
用
文
献

   

白
瀬
京
子
著
『
雪
原
へ
ゆ
く
』
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　男女共同参画社会という言葉をよく耳にするようになりましたが、男女共同参画社会とはどんな社
あなた わたし

会なのでしょうか。対話劇「あしたの風」－男性と女性のパートナーシップ－（脚本・秋田県女性農

業士・石原敏子さん）から、私たちの毎日の生活の中で、家族や地域の関わりの中で起きてくる身近

な問題を一緒に考えていきましょう。

第
３
幕
　
子
育
て
の
協
力
は
つ
ら

い
？
楽
し
い
？
職
場
で
夫
た
ち
は

　
海
風
町
役
場
の
昼
休
み
で
す
。
一
郎

さ
ん
が
同
僚
と
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
へ
ぇ
。
今
日
も
う
ま
そ
う
な
弁
当

　
　
を
開
け
て
い
る
な
。
愛
妻
弁
当
が

う
ら
や
ま
し
い
な
。

　
　
い
い
だ
ろ
う
。
愛
情
た
っ
ぷ
り
。
夕

　
　
べ
の
残
り
も
の
も
た
っ
ぷ
り
。
本

当
は
、
昼
め
し
代
を
う
か
す
た
め
さ
。
子

供
が
生
ま
れ
た
し
、
マ
イ
ホ
ー
ム
建
て

る
た
め
に
ね
。

　
　
パ
パ
に
な
っ
た
こ
と
だ
し
、
は
り

　
　
き
っ
て
い
る
ん
だ
な
。

　
　
今
晩
ど
う
？
　
久
し
ぶ
り
に
飲
み

　
　
に
い
か
な
い
か
。

　
　
俺
は
無
理
だ
な
。
風
呂
に
子
供
を

　
　
入
れ
る
の
が
役
目
な
ん
だ
。「
子
育

て
は
協
力
し
て
ね
」
な
ん
て
女
房
に
言

わ
れ
ち
ゃ
っ
て
さ
。
で
も
、
か
わ
い
い

ぞ
。
風
呂
に
入
れ
る
と
き
、
喜
ん
で
手
足

を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
る
の
を
見
て
い
る
と

父
親
だ
っ
て
感
じ
る
ん
だ
。

　
　
な
ぁ
ん
だ
。
一
郎
く
ん
は
ど
う
？

　
　
い
や
ぁ
、
悪
い
な
。
う
ち
の
と
約
束

　
　
が
あ
る
ん
だ
。
買
い
物
に
つ
き

あ
っ
て
欲
し
い
ん
だ
っ
て
。

　
　
み
ん
な
奥
さ
ん
の
言
い
な
り
じ
ゃ

　
　
な
い
か
。
つ
き
あ
い
が
悪
い
ぞ
。
こ

の
ご
ろ
、
女
性
が
強
く
な
っ
た
と
思
わ

な
い
か
。

　
　
母
親
に
な
る
と
、
も
っ
と
強
く
な

　
　
る
ぞ
。

　
　
俺
は
、
学
生
の
こ
ろ
か
ら
の
つ
き

　
　
あ
い
だ
か
ら
、
も
う
慣
れ
て
し

ま
っ
た
け
れ
ど
、
あ
の
こ
ろ
か
ら
意
見

を
は
っ
き
り
言
っ
て
い
た
な
。

　
　
俺
な
ら
結
婚
相
手
は
、
女
ら
し
く
、

　
　
優
し
い
控
え
め
な
人
が
理
想
だ
な
。

も
ち
ろ
ん
、
美
人
で
。

　
　
今
そ
ん
な
こ
と
堂
々
と
口
に
す
る

　
　
と
バ
カ
に
さ
れ
る
ぞ
。

　
　
う
ち
の
３
人
の
女
性
に
い
ろ
い
ろ

　
　
言
わ
れ
て
、
な
る
ほ
ど
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
ん
だ
け
ど
、
今
は
お
互
い
、

男
も
女
も
な
く
そ
の
人
ら
し
く
生
き
よ

う
っ
て
時
代
な
ん
だ
。
男
だ
か
ら
強
く

て
一
家
を
養
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
っ

て
言
わ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
励

み
に
な
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
重
荷
に
も

な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
ん
だ
。

　
　
秋
田
県
は
男
性
の
自
殺
者
が
多
い

　
　
だ
ろ
う
。
県
民
性
と
い
う
の
か
、
き

ま
じ
め
で
責
任
を
一
人
で
抱
え
て
し
ま

う
。
重
荷
や
苦
し
さ
か
ら
命
を
絶
っ
て

し
ま
う
人
も
多
い
ん
だ
ろ
う
ね
。

　
　
と
い
う
こ
と
は
、
男
女
共
同
参
画

　
　
は
女
性
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
男

性
の
た
め
で
も
あ
る
ん
だ
な
。

　
　
そ
う
だ
よ
。
と
こ
ろ
で
こ
の
町
で

　
　
も
役
職
に
就
い
て
い
る
女
性
た
ち

が
ず
い
ぶ
ん
頑
張
っ
て
い
る
ね
。

　
　
こ
れ
か
ら
は
行
政
で
も
女
性
の
任

　
　
用
が
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
俺
た

ち
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
な
。

　
　
ひ
た
む
き
に
行
動
す
る
パ
ワ
ー
に

　
　
は
感
心
す
る
も
ん
な
。

　
　
ま
あ
、
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
と
い

　
　
う
よ
り
も
、
そ
の
人
だ
よ
な
。

　
　
で
は
、
前
言
を
訂
正
し
て
、
し
っ
か

　
　
り
し
て
い
て
自
分
の
意
見
を
持
ち
、

自
立
し
て
い
て
優
し
い
思
い
や
り
の
あ

る
彼
女
を
捜
し
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
美
人

な
ら
な
お
い
い
。

　
　
そ
ん
な
人
い
る
か
な
。ま
あ
、頑
張
っ

　
　
て
く
れ
。

　
　
健
闘
を
祈
る
よ
。

第
４
幕
　
介
護
は
嫁
の
方
に
ず
っ

し
り
。
現
実
を
受
け
止
め
、
自
分
ら

し
く
あ
る
た
め
に
は

　
花
子
さ
ん
は
夕
ご
飯
が
終
わ
っ
て
か

ら
、
約
１
時
間
近
所
の
仲
間
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
健
康
の
た
め
、

ま
た
歩
き
な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
は
ス

ト
レ
ス
発
散
の
場
で
す
。

　
　
こ
ん
ば
ん
は
。
今
夜
は
冷
え
込
む

　
　
ね
ぇ
。

　
　
こ
ん
ば
ん
は
。
そ
の
ぶ
ん
星
が
き

　
　
れ
い
だ
わ
。

　
　
お
待
た
せ
。
寒
く
な
っ
て
き
た
ね
。

　
　
あ
ら
、
節
子
さ
ん
は
ま
だ
な
の
？

　
　
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。

　
　
そ
れ
が
ね
、
姑
さ
ん
が
今
日
入
院

　
　
し
た
ん
だ
っ
て
。
し
ば
ら
く
、
付
き

添
い
を
し
な
け
れ
ば
っ
て
言
っ
て
た
わ
。

み
ん
な
に
よ
ろ
し
く
っ
て
。

　
　
前
か
ら
具
合
が
悪
か
っ
た
も
の
ね
。

　
　
入
院
が
長
く
な
る
と
節
子
さ
ん
、勤

　
　
め
を
続
け
る
の
が
難
し
く
な
る
な
。

　
　
そ
う
で
な
く
て
も
こ
の
不
況
で
、リ

　
　
ス
ト
ラ
さ
れ
る
人
多
い
か
ら
。

　
　
で
も
、
節
子
さ
ん
と
こ
大
学
生
の

　
　
子
供
２
人
に
仕
送
り
し
て
い
る
も

の
。
無
理
で
も
働
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
と
思
う
よ
。

　
　
長
男
の
嫁
は
仕
事
を
辞
め
て
で
も
、

登場人物相関図�
由利家�

トメ･太郎の母�
（農業）�

太郎･夫�
（会社員）�

花子･妻�
（パート）�

桃子･次女�
（看護師）�好子･長男の妻�

（教師）�
一郎･長男�
（役場職員）�

咲子･長女�
（結婚して�
秋田市在住）�

�
海風町職員�

つとむ�たけし�

ウォーキング仲間�

美保子�

妙子�

悦子�
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親
を
見
る
の
が
当
た
り
前
っ
て
い
う
の

が
世
間
の
目
だ
か
ら
ね
。

　
　
仕
事
も
介
護
も
生
活
の
き
り
ま
わ

　
　
し
も
、
ひ
と
り
で
全
部
や
る
な
ん

て
こ
と
、
い
く
ら
が
ん
ば
っ
て
も
限
度

が
あ
る
よ
。

　
　
介
護
施
設
は
ど
こ
も
満
員
で
、
入

　
　
る
の
に
何
年
も
待
た
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
ん
だ
っ
て
。

　
　
退
院
し
た
ら
、
介
護
保
険
な
ど
も

　
　
利
用
し
て
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を
使
っ
て
乗
り
切
っ

て
い
く
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
家
族
の
協
力

な
し
で
は
無
理
だ
ね
。

　
　
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
言
っ
て

　
　
い
る
け
れ
ど
、
介
護
の
こ
と
に
な

る
と
嫁
の
肩
に
ず
っ
し
り
と
か
か
っ
て

く
る
の
が
現
実
だ
か
ら
。

　
　
長
男
の
嫁
っ
て
損
だ
な
ぁ
。

　
　
私
も
そ
う
思
う
よ
。

　
　
そ
う
い
え
ば
、
こ
こ
に
い
る
人
は

　
　
み
ん
な
長
男
の
嫁
じ
ゃ
な
い
の
。

　
　
こ
の
間
、婦
人
会
で
講
習
会
が
あ
っ

　
　
た
で
し
ょ
う
。「
輝
い
て
生
き

る
」
っ
て
い
う
講
演
で
、
講
師
の
先
生
は

ま
ず
現
実
を
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
な
さ
い
っ
て
言
っ
た
の
。
今
の
旦

那
さ
ま
と
結
婚
し
た
の
も
、
農
家
で
、
長

男
で
大
家
族
の
と
こ
ろ
へ
嫁
に
来
た
の

も
全
部
認
め
て
、
そ
こ
か
ら
出
発
し
て

考
え
る
こ
と
っ
て
。

　
　
あ
ぁ
、私
も
覚
え
て
い
る
わ
。ま
ず
、

　
　
今
の
現
実
を
受
け
入
れ
て
か
ら
考

え
る
っ
て
言
わ
れ
た
と
き
、
は
っ
と
し

た
も
の
。

　
　
み
ん
な
そ
う
だ
っ
た
と
思
う
わ
。

　
　
そ
の
上
で
自
分
は
こ
れ
か
ら
こ
こ

で
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
か
を

考
え
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
よ
ね
。

　
　
そ
う
か
。「
こ
ん
な
人
い
や
だ
。
こ

　
　
う
で
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。
あ
の

時
、
あ
あ
す
れ
ば
よ
か
っ
た
」
で
は
、
何

も
始
ま
ら
な
い
か
。

　
　
ぐ
ち
を
言
っ
て
い
て
も
、
何
も
進

　
　
歩
は
し
な
い
よ
ね
。
わ
か
っ
て
は

い
る
ん
だ
け
ど
。

　
　
あ
の
時
か
ら
自
分
は
ど
の
よ
う
よ

　
　
う
に
生
き
て
い
き
た
い
か
、
何
を

し
た
い
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
。

　
　
ど
ん
な
こ
と
？

　
　
う
ち
は
大
家
族
で
し
ょ
う
。
お
母

　
　
さ
ん
や
息
子
夫
婦
の
間
で
気
を
遣

う
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
自
分
ひ
と

り
が
我
慢
す
る
の
い
や
だ
っ
て
思
う
よ

う
に
な
っ
た
の
。
み
ん
な
で
協
力
し
て

も
ら
お
う
っ
て
。
い
い
人
に
な
る
の
を

や
め
た
の
よ
。

　
　
そ
れ
で
？

　
　
今
ま
で
忙
し
く
て
諦
め
て
い
た
陶

　
　
芸
と
油
絵
の
教
室
に
通
い
始
め
た

の
。
う
ち
の
人
、
は
じ
め
は
び
っ
く
り
し

て
い
た
け
れ
ど
、
わ
か
っ
て
く
れ
て
い

る
み
た
い
よ
。

　
　
そ
う
か
。
ま
ず
、
自
分
は
何
が
や
り

　
　
た
い
か
を
考
え
る
こ
と
か
。

　
　
私
た
ち
50
代
と
い
う
世
代
は
忙
し

　
　
い
よ
。
子
供
の
結
婚
や
親
の
介
護
、

そ
し
て
ま
だ
ま
だ
働
か
な
く
ち
ゃ
い
け

な
い
し
。

　
　
そ
う
だ
ね
。
そ
れ
に
は
健
康
が
い

　
　
ち
ば
ん
大
切
。

　
　
で
は
、
出
発
し
ま
し
ょ
う
か
。

第
５
幕
　
夫
の
暴
力
は
犯
罪

　
　
長
女
の
咲
子
に
ま
さ
か
…

　
由
利
家
の
居
間
で
す
。
結
婚
し
て
秋

田
市
に
住
ん
で
い
る
長
女
の
咲
子
さ
ん

が
母
親
の
花
子
さ
ん
と
話
を
し
て
い
ま

す
。

　
　
そ
う
だ
っ
た
の
。
辛
か
っ
た
だ
ろ

　
　
う
ね
。

　
　
ず
い
ぶ
ん
迷
っ
た
の
だ
け
ど
、
母

　
　
さ
ん
に
話
し
た
ら
少
し
楽
に
な
っ

た
わ
。

　
　
お
や
、
咲
子
。
よ
く
来
た
ね
。
帰
り

　
　
に
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
作
っ
た
野
菜

ど
っ
さ
り
持
っ
て
い
け
や
。

　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

　
　
咲
子
は
ち
ょ
っ
と
相
談
が
あ
っ
て

　
　
き
た
ん
で
す
よ
。

　
　
そ
う
い
え
ば
、
元
気
が
な
い
ね
ぇ
。

ど
う
し
た
ん
だ
い
。

　
　
う
ち
の
人
、
仕
事
が
思
う
よ
う
に

　
　
い
か
な
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
私
に

あ
た
り
ち
ら
す
の
よ
。

　
　
光
一
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス

　
　
を
し
た
の
で
、
仕
事
の
チ
ー
ム
か

ら
は
ず
さ
れ
た
ら
し
い
の
。
そ
し
た
ら
、

お
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
て
。

　
　
私
が
注
意
す
る
と
、
誰
の
お
か
げ

　
　
で
食
っ
て
い
る
ん
だ
な
ん
て
嫌
み

を
言
っ
て
、
時
に
は
暴
力
を
振
る
っ
た

り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
。
子
供
も
ま

だ
小
さ
い
の
に
。

　
　
え
っ
。
そ
ん
な
こ
と
す
る
の
か
ね
。

ふ
び
ん

　
　
不
憫
だ
な
ぁ
。
私
と
同
じ
よ
う
な

思
い
を
お
前
も
す
る
な
ん
て
。

　
　
お
母
さ
ん
も
そ
ん
な
目
に
あ
っ
た

　
　
の
で
す
か
。

　
　
花
子
さ
ん
は
、
嫁
に
き
て
ま
も
な

　
　
く
じ
い
さ
ん
が
死
ん
だ
の
で
知
ら

な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
あ
の
人
は
酒
を
飲

む
と
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
、

気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
暴
力
を

振
る
っ
た
も
の
だ
よ
。
だ
か
ら
、
脳
卒
中

で
あ
っ
け
な
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
き

は
気
が
抜
け
て
、
悲
し
か
っ
た
け
ど
、
ど

こ
か
ほ
っ
と
し
た
よ
。

　
　
大
変
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
　
相
手
が
い
つ
機
嫌
が
悪
く
な
る
か
、

　
　
何
を
言
わ
れ
る
か
、
顔
色
を
見
な

が
ら
暮
ら
す
の
は
辛
い
も
ん
だ
。
咲
子

の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
る
。

　
　
い
つ
か
勉
強
会
の
と
き
、
聞
い
た

　
　
こ
と
が
あ
る
わ
。
夫
が
妻
に
暴
力

を
振
る
う
の
を
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
」
っ
て
い
っ
て
れ
っ
き
と

し
た
犯
罪
な
ん
だ
っ
て
。
そ
の
相
談
所

も
あ
る
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
っ

た
ら
、
ど
う
だ
ろ
う
。

　
　
あ
の
人
ず
っ
と
順
調
に
進
ん
で
き

　
　
た
か
ら
挫
折
す
る
と
も
ろ
い
も
ん

だ
ね
。
自
分
が
そ
ん
な
目
に
あ
う
と
は

思
わ
な
か
っ
た
わ
。

　
　
う
ち
に
こ
も
っ
て
い
る
だ
け
で
は

　
　
何
も
解
決
で
き
な
い
か
ら
ね
。
咲

子
、
み
ん
な
が
つ
い
て
い
る
か
ら
元
気

を
出
し
て
。

　
　
あ
の
人
も
き
っ
と
苦
し
ん
で
い
る

　
　
ん
だ
と
思
う
。
私
、
別
れ
よ
う
な
ん

て
思
っ
て
い
な
い
か
ら
安
心
し
て
。

　
　
私
の
と
き
は
、
た
だ
我
慢
し
て
周

　
　
り
の
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
隠

し
て
き
た
け
れ
ど
、
今
は
そ
ん
な
相
談

所
も
あ
る
の
だ
ね
ぇ
。（
完
）

　
ひ
と
つ
の
家
庭
で
も
い
ろ
い
ろ
問
題

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
り
ま

す
。
家
事
、
仕
事
、
話
し
合
い
の
場
、
ど

ん
な
場
合
で
あ
れ
男
女
が
平
等
に
機
会

を
与
え
ら
れ
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
認
め

合
い
な
が
ら
共
に
生
き
て
い
く
社
会
―

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
こ
の
対
話
劇

が
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
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桜
庭
　
慎
吾
さ
ん
（
前
　
川
）
３
年

板
垣
　
雄
大
さ
ん
（
塩
焚
浜
）
３
年

鎌
田
　
元
成
さ
ん
（
南
金
浦
）
３
年

越
川
　
辰
一
さ
ん
（
頃
　
田
）
３
年

白
瀬
　
優
輝
さ
ん
（
金
　
浦
）
３
年

池
田
　
　
拓
さ
ん
（
前
　
川
）
２
年

大
野
　
竜
太
さ
ん
（
塩
焚
浜
）
２
年

越
川
　
　
俊
さ
ん
（
頃
　
田
）
１
年

池
田
　
　
翔
さ
ん
（
備
　
中
）
１
年

特
別
功
労
賞

▽
野
　
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

佐
々
木
友
和
さ
ん

（
上
林
）

野
球
協
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

功
労
賞

▽
野
　
球

佐
藤
　
光
政
さ
ん

（
大
竹
）

野
球
協
会

▽
陸
　
上

（
故)

大
江
啓
治
さ 

ん

（
金
浦
）

陸
上
競
技
協
会

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル今

野
　
坂
記
さ
ん

（
大
竹
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

▽
卓
　
球

佐
藤
　
吉
樹
さ
ん

（
浜
の
田
）

卓
球
協
会

熊
谷
　
晴
作
さ
ん

（
金
浦
）

卓
球
協
会

佐
藤
　
　
實
さ
ん

（
南
金
浦)

卓
球
協
会

栄
光
賞
（
個
人
）

▽
ボ
ク
シ
ン
グ

今
野
　
善
仁
さ
ん

（
大
竹
）

西
目
高
３
年

▽
弓
　
道

小
川
　
拓
也
さ
ん

（
十
二
林
）

西
目
高
３
年

▽
サ
ッ
カ
ー

今
野
　
啓
太
さ
ん

（
大
竹
）

西
目
高
３
年

▽
野
　
球

畠
山
慎
太
郎
さ 

ん

 (

前
川)

秋
田
商
高
１
年

▽
柔
　
道

板
垣
　
雄
大
さ
ん

（
塩
焚
浜
）

金
浦
中
３
年

奨
励
賞
（
個
人
）

▽
野
　
球

川
北
　
篤
志
さ
ん

（
黒
川
）

経
法
大
付
属
高
３
年

▽
サ
ッ
カ
ー

伊
藤
　
将
康
さ
ん

（
塩
焚
浜
）

由
利
工
高
３
年

佐
々
木
哲
也
さ
ん

（
黒
川
）

西
目
高
２
年

▽
柔
　
道

越
川
　
辰
一
さ
ん

（
頃
田
）

金
浦
中
３
年

池
田
　
　
拓 

さ
ん

（
前
川
）

金
浦
中
２
年

越
川
あ
ゆ
み
さ
ん

（
頃
田
）

金
浦
小
４
年

▽
陸
　
上

川
北
　
貴
人
さ
ん

（
黒
川
）

金
浦
中
３
年

齊
藤
　
敬
太
さ
ん

（
頃
田
）

金
浦
中
３
年

▽
ス
キ
ー

阿
部
　
京
佳
さ
ん

（
堀
切
）

金
浦
小
４
年

奨
励
賞
（
団
体
）

▽
柔
　
道

金
浦
中
学
校
柔
道
部
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旧
金
浦
小
学
校
校
舎
の
廊
下

や
壁
に
描
か
れ
た
絵
。

　
平
成
15
年
度
卒
業
生（
34
人
）

が
、
６
年
間
の
思
い
出
や
湾
頭

校
舎
な
ら
で
は
の
港
や
海
の
風

景
を
思
い
思
い
に
描
き
ま
し
た
。

　
今
月
は
完
成
し
た
作
品
と
作

者
を
紹
介
し
ま
す
。

春
・
夏
・
秋
・
冬

こ
の
校
舎
で
過
ご
し
た
日
々

楽
し
か
っ
た
こ
と

悲
し
か
っ
た
こ
と

辛
か
っ
た
こ
と

う
れ
し
か
っ
た
こ
と

い
つ
か
校
舎
は
な
く
な
っ
て
も

思
い
出
は
消
え
ま
せ
ん

湾
頭
校
舎
に
想
い
を
込
め
て
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新
た
な
る
旅
立
ち

金
浦
中
学
校
卒
業
式

　
３
月
13
日
、
金
浦
中
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
47
人
の
卒
業
生
は
、
式
が
進
む
に
つ

れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
巡
り
思
わ

ず
涙
が
こ
ぼ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
式
辞
で
は
川
村
校
長
が
「『
人
、
皆
、

す
べ
て
師
な
り
』
で
す
。
自
分
を
大
切

に
し
、
ま
た
自
分
の
色
で
人
生
を
染
め

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

３月17日　金浦小学校卒業式

３月20日　勢至保育園卒園式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

花束に「ありがとう」をこめて

別れの時が今迫る… ３年間よくがんばりました
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さ
ら
な
る
飛
躍
を

金
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

結
成
５
周
年

　
３
月
18
日
、
金
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
結
成
５
周
年
記
念
式
典
が
青
少
年

ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

　
金
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
ク

リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
や
図
書
館
こ
ぴ
あ
へ
図

書
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
雑
巾
の
寄
贈
な

ど
奉
仕
団
体
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し

た
。

　
今
回
結
成
５
周
年
を
記
念
し
、
小
学

校
へ
校
歌
・
国
旗
・
町
旗
の
各
表
示
板

が
贈
ら
れ
、
佐
々
木
町
長
が
目
録
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
本
荘
・
西
目
・
本
荘
鶴

舞
・
大
内
・
由
利
の
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
会
員
が
詰
め
掛
け
５
年
間
の
活

動
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

昔
の
遊
び
を
通
し
て
…

異
世
代
の
交
流
を
深
め
る

　
２
月
28
日
、
子
ど
も
た
ち
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
関

わ
る
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
う
「
体

験
交
流
ス
タ
デ
ィ
ズ
」
が
元
気
百
歳
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
金
浦
町
の
小
・
中
学
生
と
お
達
者
会

（
高
齢
者
の
皆
さ
ん
）が
お
手
玉
や
あ
や

と
り
、
け
ん
玉
な
ど
遊
び
を
一
緒
に
楽

し
み
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

目
的
で
金
浦
海
洋
少
年
団
が
企
画
。
お

達
者
会
の
皆
さ
ん
と
、
困
っ
た
こ
と
や

不
自
由
な
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
交
換
を
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
「
何

を
し
て
あ
げ
ら
れ
る
か
」「
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
」
を
話
し
合
い
、
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
終
始
笑
顔
が
見
ら
れ
た
異
世

代
の
交
流
で
し
た
。

　「
あ
り
が
と
う
」

あ
り
っ
た
け
の
想
い
を

込
め
て

６
年
生
を
送
る
会

　
３
月
２
日
、
６
年
生
を
送
る
会
が

金
浦
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
縦
割
り
班
活
動
で
、
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
、
一
緒
に
運
動
会
の
応

援
練
習
を
し
た
り
、
な
べ
っ
こ
遠
足

で
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
年
間
を
通
し

て
触
れ
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
中
学
校
に
行
っ
て
も
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
」「
仲
良
く
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
在
校
生
の
想
い
を
胸
に

「
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
」
の
曲
を
み
ん
な

で
歌
い
ま
し
た
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

▲「We  Serve」（我々は奉仕する）をモットーに

涙がとまりません…巣立ちの歌 「ずいぶん、大きくなったなぁ…」

▲これからもずっと友達で

▲世代を超えた交流の輪があちこちに
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　昨年９月、全世帯（調査時点全世帯1490世帯）にアンケート調査を配布し、そのうち984世帯か
ら回答を得、回答率は66.0％でした。
　アンケート結果の中から、皆さんの省エネへの取り組みの現状を紹介します。

①　人のいない部屋の照明は、約85%の世帯でこまめに消しており、「時々」と答えた世帯については消し忘れ
　がある程度と考えられるので、ほぼ全世帯において無駄な照明は消していると考えられる。
②　発熱電球を電球型の蛍光灯に付け替えていると答えた世帯は約48%となっている。電球型蛍光灯は白熱電球
　に比べ消費電力は少ないが値段が高いので、「いいえ」「機器が無い」と答えた約42%の世帯は購入を控えて
　いるものと考えられる。
③　インバーター蛍光灯は電球型蛍光灯のように、簡単に付け替えることができないので、「はい」、「時々」
　と回答したのは、家を新築した方がほとんどだと思われる。そのため、「はい」と答えた世帯は約28%に留
　まっているものと考えられる。

①　洗濯や掃除に関する質問ではいずれも約９割の世帯が「はい」または「時々」と答えており、洗濯や掃除
　の作業効率を重視することが自然と省エネにつながっていると思われる。

①　冷暖房温度の設定温度の目安をそれぞれ28℃、20℃としている世帯は、「機器が無い」と答えた世帯を除
　くと、半分以上の世帯が「はい」、「時々」と答えており、また、不必要につけっぱなしにしないように気
　を付けている世帯が約78％であることから、冷暖房に関しては比較的省エネ意識が高いものと考えられる。

照　　明�

０％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�
はい� 時々� いいえ� 機器が無い�

人のいない部屋の照明は、こまめに消して�
いる�

白熱電球を消費電力の少ない電球型の蛍光�
灯に付け替えている�

蛍光灯をエネルギー効率のよいインバーター�
蛍光灯に付け替えている�

84.8 13.2 0.2

1.7

47.7 10.8 36.5 5.0

28.1 9.9 52.8 9.2

冷　暖　房�

０％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�
はい� 時々� いいえ� 機器が無い�

冷房の温度設定は28℃を目安にしている� 27.2 17.9 37.0 17.9

25.4 25.8 41.9 6.9

77.7 13.3 3.4 5.6

24.0 26.1 30.2 19.6

39.8 18.8 28.0 13.4

27.6
2.2
4.4 65.8

暖房時は室温が20℃を越えないように気をつけている�

冷暖房機器を不必要につけっぱなしにしな�
いように気をつけている�
エアコンのフィルターを月に１、２回は掃除し、�
効率が低下しないように気をつけている�

補助暖房器具、暖房便座等はつけっぱなし�
にしないようにしている�
電気ごたつを使うときは敷布団と、上掛けを�
使用し、保温効果を高めるようにしている�

掃除・洗濯�

０％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�
はい� 時々� いいえ� 機器が無い�

洗濯物はまとめて洗うようにしている�

掃除機をかける前に部屋を片づけて、�
掃除機を使う時間を短くしている�

掃除機のフィルターの取り替え時期に�
注意し、取り替えるようにしている�

80.3

66.9

64.3

12.4 6.9 0.3

0.3

0.4

21.7 11.0

24.8 10.5
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①　自動車に関しては、省エネ意識が高く、アイドリングストップや急発進・急加速をしない人が多いようで
　ある。交通事情もあり、外出時に徒歩や自転車、公共交通機関を利用する人は半分以下となっている。

①　給湯関係に関しては、水やシャワーを流しっぱなしにすることは少ないものの、「お風呂の追い炊きをし
　ないようにする」や「給湯の種火をこまめに消す」などの快適性が関係してくることに関しては約半数に留
　まっている。

①　テレビに関しては、不必要な使用は少ないが、主電源を切る家庭は約71%程度であった。

①　台所周辺に関しては、日常生活と密接な関係があることからいずれも省エネ行動しやすいポイントが多く
　見られ、実際アンケート結果からも省エネ行動がよく行われていることが伺える。

台所周辺�

０％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�
はい� 時々� いいえ� 機器が無い�

冷蔵庫に物を詰めすぎないように注意している�

冷蔵庫の開閉を少なくし、開けている時間�
を短くするように気をつけている�

54.5 30.8 14.6 0.1

0.1

0.1

3.9

0.9

60.7 28.2 11.0

81.4 12.0 6.5

69.8 19.1 7.3

51.9 22.1 25.1

冷蔵庫に物をいれるとき、熱い物は冷まし�
てから入れている�

コンロの火は鍋底からはみ出さないようにしている�

炊飯器では長く保温しないようにしている�

テ　レ　ビ�

０％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�
はい� 時々� いいえ� 機器が無い�

見ていないテレビをつけっぱなしにしない�
ようにしている�

テレビの主電源を切ったり、使っていない時�
の電気製品のプラグを抜いたり、待機電力の�
消費をしないように気をつけている�

70.2 22.5 7.3

40.1 30.9 28.7 0.3

給　　湯�

０％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�
はい� 時々� いいえ� 機器が無い�

水やシャワーを流しっぱなしにしないよう�
にしている�
お風呂が冷めないうちに家族で連続して入り、�
追い炊きをしないようにしている�

0.6

1.8

1.2お風呂の残り湯を洗濯や散水などに利用し�
ている�

給湯の種火はこまめに消している�

食器洗いの給湯温度は低めにするようにし�
ている�

78.1 15.1 6.2

45.7 28.0 24.5

44.4 15.3 39.2

55.5 14.2 18.2 12.1

54.0 13.6 9.2 23.2

自　動　車�

０％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�
はい� 時々� いいえ� 機器が無い�

自動車のアイドリングはできるだけ控える�
ようにしている�
不必要な荷物を自動車に積んだまま走らない�
ように気をつけている�

自動車の運転時に急発進や急加速をしない�
ように気をつけている�
自動車のタイヤの空気圧を適正に保つよう�
注意している�

外出時は徒歩、自転車や公共交通機関を利�
用するようにしている�

65.5 20.9 7.3 6.3

65.8 16.5 12.8 5.0

80.6 10.7 4.1 4.6

71.9 17.8 6.0 4.3

22.1 24.4 50.7
2.9
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金浦町における交通事故発生状況

区　　　分 2月中の事故 平成16年累計
（1月～2月）

平成15年累計
（1月～2月）

人
身
事
故

件数

死者

傷者

0件

0人

0人

0件

0人

0人

2件

0人

2人

物損事故 7件 15件 21件

急がずにマナーとゆとりで交通安全�

誕生月がきたときは現況届の提出を！
～年金を受けている方へ～

　年金を受給している方は、毎年の誕生月に現況届を提出する必要があります。現況届は年に１回、誕生月に

提出してもらう届で、引き続き年金を受ける権利があるかどうかを確認するための大事な届です。

　現況届は誕生月の初めころに社会保険業務センターから送付されますので、住所・氏名

などを記入し、誕生月の末日までに必ず届くように提出してください。

　なお、自分で記入することができないため、代理の方に記入してもらうときは、受給権

者の欄等を記入の上、「代理人署名欄」にも代筆者の氏名・住所等を記入してください。

　また、現況届の提出が遅れたり、提出されなかったときには、年金の支払いが一時止ま

ることもありますのでご注意ください。万一、支払いが一時止まった場合は、現況届を提出することで、止まっ

た期間分の年金がさかのぼって支払われます。

　4月は、新入学・新入園の季節です。期待に胸
を膨らませる子供たち。外で遊ぶ機会が増え、行
動範囲も広がります。そのため、子ども(特に6
歳以下)の幼児の交通事故が増える時期でもあり
ます。
　子どもを悲惨な事故から守るため、保護者や
ドライバーをはじめ周囲の大人たちは、子ども
の交通事故の特徴や行動範囲を正しく理解し、
「マナーとゆとり」を持ちましょう。

　―春の全国交通安全運動
　　　　　　　４月６日(火)～15日(木)―

□　医療機関などでもらった領収書は捨てる。
□　ひとつの病気でも、医療機関を何回も変え
　　る。
□　かかりつけ医を持っていない。
□　混雑を避けて、診療時間外に受診する。
□　健康診断を何年も受けていない。

診　断
　ひとつでも○がついたら、要チェックです。
　医療費も大切な家計から出ているのです。年々増加傾
向にある医療費は国保にとってだけでなく、皆さんの家
計にとっても、大きな負担となってい
ます。
　月ごとにひとつずつ「医療費節約の
ポイント」を紹介していきます。医療費
節約の参考にしてみてはいかがでしょ
うか。

医療費節約のポイント!

国民年金マスコット
ハッピーちゃん
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究極の生涯学習
    金浦町生涯学習奨励員連絡協議会

会　長　中　津　　　隆

　ノーベル賞受賞作家ってずいぶん難しいことを言
うものだ。テレビを見て聞いて、“言語明瞭されど
意味掴み難し”「オエーッ」だった。昨年の暮れ近
くのことだった。
　自信を失って「こりゃあ、もうわが人生も終焉
だ」ショックだった。数日後、雑談する機会があっ
た。相手は２年前に由利高校をおえたピチピチちゃ
んである。くだんの話を持ち出したら、恥じらいな
がら「私、サッパリ分かりませんでした」と。これ
で僕は「俺だけじゃねェ」と失っていた自尊心が
フッと戻ってきた。ところが、「どんな意味のこと
を言ったのでしょう？」逆襲された。「えっ？」慌
てたね。しかし年の功である。わが顔は平静にして
ニコニコ。「うん、あれは『これからの時代に生き
る若い人たちは、自分たちで新しい社会規範を作
り、秩序を保たなければいけません。』と分かりや
すく教えたのだよ」と応急手当の如きに答えたの
だった。
　「今のワギャモノは・・・」とは、世のおとな達
のよく口にする言葉。かつての自分の若い時代の倫
理観そして道徳のもとに、おとな達は人の道を律せ
られた。それに照らし合わせて現在の若者達の生活
ぶりは「ナント無軌道なことか」と。
　ノーベル賞作家氏は、若者だけでなく、この地球
に生きる総ての人々に訴えているのではあるまい
か。いやはや大きな警鐘なのであった。これこそ
もっとも深慮重大。心の奥深くに強く刻みつけ、勉
強しなければならないこと、つまり究極の生涯学習
だと思った。如何に？

―生涯学習活動誌『湾頭』より抜粋―

　☆4．7．10．12カ月児健診☆
◆日　時　4月20日（火）
◆場　所　保健センター（健康指導教室）
◆受　付      4カ月児　12：50～13：00
　　　　　  7カ月児　13：00～13：10
　　　　　10カ月児　13：20～13：30
　　　　　12カ月児　13：20～13：30
◆対　象　平成15年4月、6月、9月、12月に生まれた乳
　　　　　児と前回の健診を受けられなかった乳児
◆持ち物　母子手帳、アンケート票
※　4カ月、７カ月児健診の対象者は離乳食講習があり
　ますので、受付時間に遅れないようお願いします。ま
　た、「おんぶひも」がありましたら持参してください。

☆1歳6カ月～1歳8カ月児健診☆
◆日　時　4月16日（金）
◆場　所　保健センター（健康指導教室）
◆受　付　12：40～13：10
◆対　象　平成14年7月～9月に生まれた幼児と前回の健
　　　　　診を受けられなかった幼児
◆持ち物　母子手帳、歯ブラシ
　　　　　1歳6カ月児アンケート票(1)(2)

☆ポリオ予防接種（乳幼児）☆
◆日　時　4月21日（水）12：45～13：00
◆場　所　保健センター（健康指導教室）
◆対　象　平成16年1月21日以前に生まれ、まだ接種の
　　　　　終わっていない乳幼児
◆持ち物　母子手帳、ポリオ予診票　　　　　　　
　　　　　※　検温は、予防接種会場で行います。

☆保健センターで遊ぼう☆
◆日　時　4月8日（木）9:00～11:00
◆場　所　保健センター（健康指導教室）
◆対　象　乳幼児とその家族　
　　　　・お菓子、ジュースなどはご遠慮ください。
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　兄弟３人の中で一番のシッカリ者！忘れてしま
いそうなことは菜々に言っておくとちゃんと教え
てくれます。
　まだ５歳なのに、家族は菜々に頼ってま～す。

な な

渡辺　菜々
（高　森）

　いつも元気いっぱい!!体をた～くさん
動かして遊ぶのが大好きデス!!

ま こと

佐々木真琴
（高　森）

　大きくなったら飛行機の運転手になり
たいのだそうです。
　楽しみにしています。

たかひろ

齊藤　貴浩
（堀　切）

「おともだちとキャッチボールしているところ」

「かぞくでさんぽ」

「ぼくとおうち」

か
ん
が
る
ー

き

り

ん
組
の
お
と
も
だ
ち

　絵を描くことが好きで何でも描いてい
ます。ピンク色が好きな女の子です。

あや か

齊藤　紋香
（谷地中）

「おとうさんとおかあさんといっしょにさんぽ」

　町の子育て支援の一環として、保護者の経済的負担軽減を図るため、平成16年４月１日から、就学前の
児童全員の医療費を無料にすることになりました。
　これまでも、４歳未満児の医療費無料化（福祉医療費）を実施してきましたが、４歳以上の児童につい
ては、所得制限のため福祉医療費の対象とならない場合がありました。
　そこで、４歳以上の児童についても町独自で所得制限を廃止し、就学前のすべての児童を福祉医療費の
対象とすることにしたものです。

○対象者　未就学児（６歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある児童）

○県内の医療機関にかかるとき
　　「健康保険証」と「福祉医療費受給者証」を一緒に医療機関の窓口に提示すると、医療費の自己負担
　分が無料になります。

○県外の医療機関にかかるとき
　　「福祉医療費受給者証」は秋田県内の医療機関でしか使えないため、医療費の自己負担分を支払うこ
　とになります。その後、役場町民課の窓口に「領収書」を持参し手続きをすると、支払った自己負担分
　が払い戻されます。

■問合せ先　金浦町役場町民課住民係（�38－4305）

4月1日から
6歳未満児の医療費が無料になります

今までは… これからは…

�４歳未満

所得制限年　齢 備　　　考

４歳の誕生日の属する月
の末日まで（１日生まれの
者は前月の末日まで）

あり

なし

４～６歳
６歳に達する日以後の最
初の３月31日まで

所得制限年　齢 備　　　考

０～６歳 なし ６歳に達する日以後の最
初の３月31日まで
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家
族
・
恋
人
・
友
人
・
隣
人
…
。
誰

も
が
出
会
い
、
悩
み
、
喜
ぶ
日
常
を

細
や
か
な
筆
致
で
描
く
。
様
々
な
年

代
の
男
女
を
主
人
公
に
、
そ
の
心
の

動
き
を
綴
っ
た
５
篇
を
収
録
。
高
齢

化
社
会
の
問
題
も
見
え
隠
れ
す
る
。

　
植
物
を
育
て
た
い
け
ど
庭
が
な

い
、
そ
ん
な
あ
な
た
に
グ
リ
ー
ン
イ

ン
テ
リ
ア
。
ミ
ニ
観
葉
や
サ
ボ
テ

ン
、
多
肉
植
物
、
水
生
植
物
な
ど
た

く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
イ
ン
テ
リ
ア

プ
ラ
ン
ツ
を
一
工
夫
し
て
、
自
分
好

み
の
部
屋
を
ア
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん

か
。

　
公
式
の
記
者
会
見
は
も
ち
ろ
ん
、

自
ら
の
足
で
集
め
た
皇
太
子
さ
ま
、

雅
子
さ
ま
、
愛
子
さ
ま
の
様
子
、
秘

話
な
ど
を
紹
介
。
未
公
開
写
真
も
多

数
収
録
。
新
世
代
の
皇
室
記
者
に
よ

る
最
新
情
報
満
載
。

　
韓
国
菓
子
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ

て
も
自
然
の
味
を
生
か
し
た
素
朴
な

お
い
し
さ
。
伝
統
的
な
宮
廷
菓
子
か

ら
今
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
ま

で
、
韓
国
菓
子
の
中
で
も
日
本
で
手

に
入
る
身
近
な
材
料
で
簡
単
に
作
れ

る
も
の
を
選
び
出
し
て
紹
介
。

　
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
ど
の
よ
う

な
う
ち
を
お
探
し
で
す
か
？

　
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
は

ヤ
ド
カ
シ
不
動
産
。

　
お
客
さ
ま
に
ぴ
っ
た
り
の
う
ち
を

見
つ
け
て
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ

う
！

新着案内�

本　荘

　
３
月
12
日
、
菜
の
花
づ
く

り
を
し
て
い
る
の
は
、
こ
あ
ら
・

ぱ
ん
だ
組
の
お
友
だ
ち
。�

　
廊
下
の
壁
は
、
き
れ
い
な

菜
の
花
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。�

�

�

西　目

「おいしさ新鮮！
韓国のお菓子」
呉浩子／著
文化出版局／編

「ヤドカシ不動産」
穂高順也／著
石井聖岳／絵
講談社／編

「幾たびの春」
葉山弥世／著
近代文芸社／編

「小さなインテリア
ガーデニング」
小学館／編

「生まれてきてくれ
てありがとう」
愛子さまの二年間
近重幸哉／著
朝日出版社／編

「本荘さくらまつり」
　　　　夜通しライトアップ　夜桜を堪能
と　き◆4月14日（水）～25日（日）
ところ◆本荘公園
問合せ先◆本荘市商工観光課（�24－6323）

「道の駅『桜・菜の花まつり』」
　　桜並木を満喫し、菜の花畑で憩うひととき
と　き◆4月17日（土）～5月5日（水）
ところ◆道の駅にしめ周辺
問合せ先◆道の駅にしめ（�33－4260）

象　潟
「桜まつり（三崎公園・栗山池公園）」
　　　　夜桜とともに幻想的な風景を楽しむ
と　き◆三崎公園　4月10日（土）～20日（火）
　　　　栗山池公園　4月17日（土）～29日（木）
ところ◆三崎公園・栗山池公園
問合せ先◆象潟町商工観光課（�43－3200）
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今
　
野
　
善
　
八
　（
86
歳)

大
　
竹

加
　
藤
　
敏
　
造
　（
57
歳)

浜
の
田

佐
　
藤
　
周
市
郎
　（
96
歳)

浩
寿
苑

須
　
藤
　
初
　
江
　（
81
歳)

大
　
竹

鎌
　
田
　
満
　
壽
　（
86
歳)

南
金
浦

今
　
野
　
キ
　
ミ
　（
79
歳)

備
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木
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金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

町の人口・世帯
平成16年２月29日

お知らせカレンダー ４月

※人　口

　男 2,383人（減２）
　女 2,673人（減２）
　計 5,056人（減４）
※世帯数

1,585戸（減５）

金浦町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/copia

　
　
　
＊
こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
・
編
集
　
秋
田
県
金
浦
町
役
場
企
画
課
　
�
（
〇
一
八
四
）
三
八
―
四
三
〇
〇
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
字
花
潟
九
三
―
一
　
■
印
刷
所
　
本
荘
市
中
町
一
〇
　
㈱
本
間
印
刷
所

休日応急診療在宅当番医

※象潟町役場（�43－3200）でご確
認ください。診療時間は９時～12時で
す。　　　　　　　　象潟町医師会

ほ
っ
と
一
息
…
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

������

������

慶
弔
だ
よ
り�

平
成
16
年
２
月
16
日

　
　
　
　
　
〜
平
成
16
年
３
月
15
日

４日（日）木村医院（�43－3308）
11日（日）金　病院（�43－5522）
18日（日）伊藤医院（�43－4171）
25日（日）神坂医院（�43－3018）
29日（木）さいとうクリニック（�43－3105）

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

●
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
音
読
テ
ー
プ
も
あ
り

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
企
画
課
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

「
感
謝
を
こ
め
て
」

　
阿
　
部
　
　
　
優
　（
花
　
潟
）

　
齋
　
藤
　
陽
　
子
　（
仁
賀
保
町
）

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

（・
佐
　
藤
　
正
　
博
　
様（
前
　
川
）

・
佐
　
藤
　
　
　
武
　
様
（
岡
の
谷
地
）

・
須
　
藤
　
秀
　
峰
　
様（
大
　
竹
）

・
今
　
野
　
稔
　
生
　
様（
大
　
竹
）

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

健康相談　   元気百歳館　 　   （12:30～13:30）
お達者会　   元気百歳館　 　   （13:30～15:30）

生命の貯蓄体操教室　保健センター
　　　　　　　　　　　　  　　  （13:30～15:00）

生命の貯蓄体操教室　保健センター
　　　　　　　　            　　　 （13:30～15:00）

お達者会    　元気百歳館　  （13:30～15:30）

4.7.10.12カ月児健診　保健センター

定期救命講習会　消防本部講堂　（9:00～12:00）
金浦小学校開校記念日

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

し
ょ
う

ま

大
　
宮
　
勝
　
磨
　（
勝
士
）岡
の
谷
地

か
い

と

佐
　
藤
　
快
　
飛
　（ 

勝 

）
南
金
浦

は
る

な

竹
　
内
　
遥
　
南
　（
大
里)

堀
　
切

く　
ん

1歳6～8カ月児健診　保健センター

金浦市　金浦駅前広場（6:00～12:00）

一般廃棄物処理場開放　　　　（8:00～15:00）
定期救命講習会　消防本部講堂（9:00～12:00）

勢至公園観桜会（～23日）

春の火災予防運動 (～10日)
演習招集サイレン(5:00～当日のみ)
火災警報発令(6:00～)・火災警報解除(20:00～)

ポリオ生ワクチン投与　保健センター

小・中学校入学式
行政相談日　元気百歳館（14:00～16:00）

保健センターで遊ぼう　（9:00～11:00）

おはなし会　図書館こぴあ（10:30～11:00）

保健センター　健康よろず相談 （9:30～11:30）
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～15:00）

みどりの日

ち
ゃ

  

ん

　
沢
　
木
　
　
　
洋
　（
上
　
林
）

　
渡
　
邉
　
美
　
夏
　（
仁
賀
保
町
）

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

（　
伊
　
藤
　
　
　
大
　（
金
　
浦
）

　
鈴
　
木
　
ゆ
か
り
　（
仁
賀
保
町
）

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

（　
佐
　
藤
　
俊
　
雄
　（
由
利
町
）

　
渡
　
部
　
瑞
　
穂
　（
金
　
浦
）

さ
　

　
ん

さ
　

　
ん

（

　
今
年
も
ま
た
春
が
巡
っ
て
き
ま
し

た
。
勢
至
公
園
が
さ
く
ら
色
に
染
ま

る
季
節
で
す
。

　
こ
の
た
び
の
異
動
に
よ
り
、
企
画

課
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ル
ム
を
入
れ
忘
れ
る
こ
と
に

始
ま
り
、
失
敗
は
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
毎
月
広
報
を
発
行
で
き

た
の
は
、
取
材
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
そ
し
て
支
え
て
く
れ
た

多
く
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

　
５
月
号
か
ら
は
、
ま
た
新
し
い
広

報
が
誕
生
し
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に

広
報
「
こ
の
う
ら
」
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
Ｍ
）

金浦町合同竣工式　体育センター（13:00～）

く　
ん




